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• 桐山 勉 現コアパースン （帝人知的財産ｾﾝﾀｰ ＯＢ嘱
託）

• 長谷川正好 前コアパースン 日科情報

• 川島 順 はやぶさ国際特許事務所

• 都築 泉大阪工業大学大学院 准教授

• 藤城 亨 日本特許情報機構

• 田中宣郎 日科情報

• 藤嶋 進田中貴金属工業

• 濱崎聡子パトリス



２００８年度の活動（計画展開中）
•• １．特許情報検索のための１．特許情報検索のための
サーチャー支援システムの動向検討サーチャー支援システムの動向検討
Ｒ＆Ｄ効率アップの特許情報活用法

• ２．対外知財活動の支援活動
特許検索競技大会（8/31） 委員派遣

•• ３．情報専門３．情報専門WPIWPIジャーナルのジャーナルの
トピックス記事紹介（数回／年）トピックス記事紹介（数回／年）

•• ４．４．INFOPRO2008INFOPRO2008での活動発表での活動発表
（三者のシステム連携による（三者のシステム連携によるToolTool研究）研究）

• ５．日米欧の知財関連ユーザー会活動の日米欧の知財関連ユーザー会活動の
情報収集と分析情報収集と分析

• ６．その他の情報交換

展示コーナーと部会ＨＰにおいて詳細が見れます。



事例研究の発表内容

• １．研究の背景

• ２．事例研究

– １）上肢下肢支援ロボット研究

– ２）家庭用浄水器技術

– ３）炭酸ガスの固定利用技術

– ４）免震技術

• ３．まとめ

R&DR&D効率アップの特許情報活用効率アップの特許情報活用
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１．背景

• １．IPIP--InformationInformation ScientistScientistの育成への道←検索

者は格段に急増したが、高度な検索をできるインフォプロサーチャーは減っているの
でないか。

• ２．基礎であるBoolean検索を高度化する以外の
研究効率アップの研究効率アップのToolToolを求めてを求めて←エンドユーザーがインフォ

プロサーチャーと同じレベルのBoolean検索をするのを期待するには少し無理がある。

• ３．世界の特許情報検索システムは進化中、
FulgurationFulguration時代に突入時代に突入。日本でも進化中。→多次
元尺度法の応用。PATOLISとStravision, χLUSとの連携、その他。

• ４．新しい検索エンジンの研究新しい検索エンジンの研究は、自分流に触る
道具を用いて事例研究するのが近道でないか。
→気付いたら即、行動開始・試行。

• ５．俯瞰可視化系エンジンを解剖してみる。俯瞰可視化系エンジンを解剖してみる。



• １．書誌ﾌﾞｰﾘｱﾝ系
–– PATOLISPATOLIS,Shareresearch,JP-Net、その
他、一般の総合検索系なら全てOK

• ２．俯瞰可視化系
–– χLUSχLUS、ATMS/Analyzer、TrueTeller、
その他、統合的可視化系なら全てOK

• ３．マップ系（自分流の道具）
–– PatListPatList、テクレス、JP-MAP、その他、
一般の特許マップ系なら全てOK

R&DR&D効率アップの特許情報活用効率アップの特許情報活用
ー書誌ﾌﾞｰﾘｱﾝ系ｰ俯瞰可視化系ｰﾏｯﾌﾟ系の連携活用研究ーー書誌ﾌﾞｰﾘｱﾝ系ｰ俯瞰可視化系ｰﾏｯﾌﾟ系の連携活用研究ー

三者間で連携して活用することに意味がある。（←システムに
使われない。使う側に立つために使う側に立つために。）



２－１）上肢下肢支援ロボット技術

• １．母集団の作成（Boolean310件＋出願人＋SDI＝461件）

• ２．特許マップソフトで分析（出願人ｖｓ切口機能＆観点）

• ３．交点集団をχLUSで俯瞰可視化分析（マルチ
レーダー図による全体俯瞰）

• ４．χLUSｰWhiteによるクラスタリング＆絞込

• ５．本田技研、ソニー、松下Gの特許の近傍集団を
把握→観点が拡がる（Boolean以外の方法）



母集団461件の特許マップ化-出願人ｖｓ機能（切口） -



出願人と機能のマルチレーダ図群
１）山海先生の生体信号

２）松下Gの筋肉型

３）本田技研工業の腰装着

４）トヨタ自動車のI-FOOT

５）早稲田テムザックの搭乗型

６）ソニーの二足歩行

７）ソニーの姿勢制御

８）本田技研工業の二足歩行

９）本田技研工業の歩行補助

Boolean検索だけで追加の

周辺特許を探すのでなく、

χLUSーGreenの番号入力に

よる類似検索で見つけること

ができる。



χLUSーGreenの利用繰り返しでフラグを立てる事例



χLUSーWhiteの結果（数分）



最初に、χLusGreenにおいて条件文「家庭用浄水器であって不純物の除去
手段に特徴のあるもの」（2000-2007年）で検索

関連語の上位の「中空糸膜」に注
目し、“除去手段に特徴のある”
の具体的内容として“中空糸膜”
に気付くことができる。以後、これ
をテーマとして調査をすすめる

２－２） 家庭用浄水器の技術



PATOLISによる検索
FK=浄水器*WD=家庭用*FT=4D624DB05+4D024DB05（吸着による水処理/付

随する操作または手段/物理的処理/濾過/膜、中空糸）

公開年：2000-2007年：

検索結果：71件

χLUS-Whiteによる検索
条件文: 

「家庭用浄水器であって不純物の除去手段に特徴のあるもので中空糸を利
用したもの 」
公開年範囲: 2000〜2007 で検索件数: 3103029
内、上位1,000件を取得



Rader Chartの表示
クラスタ数50で解析

クラスタ17「家庭用
浄水器」31件



「家庭用浄水器」のクラスタに含まれる特許の検討
PATOLISでのFK,WD,FTの検索では、χLUSの 「家庭用浄水器」のクラスタ17に含まれる31件

の特許のうち、①2000-42536、③2006-43609等は検索されていない。

理由：

①は「繊維状吸着体２１は、水に含まれる不純物を濾過し得る特性を有する繊維状
吸着素材を略円筒形に成形して構成されるものであり」とあり、中空糸という表現
が直接的に出ていないために直接に中空糸に結びつくFTが付与されなかったと
考えられる。

②は、PATOLIS式で、（件数を絞るために）WD=家庭用としたが、明細書では「一般
家庭で使用されている」とあり、検索式にもう一つ工夫が必要であったと考えられ
る。

χLUSではこれらの情報も得られることから、 χLUSが周辺情報の収集に役立った

例といえる。また、クラスタ化の機能により、類似度の高いものをクラスタとしてチェッ

クできることから、効率よく調査結果を吟味できるというメリットがある。



χLUSの結果をPAT-LISTにより解析

◇クラスタ1（中心特許：アルカリイオン水と酸性水を供給する家庭用整水装置）
◇クラスタ4（中心特許：冷暖房装置における作動媒体の流路切換装置並びにこれを具えたアキュムレ―タ）
◇クラスタ16（中心特許：分離膜及び濾過器）



２－３） CO2固定化の技術

• １）IPDL&PATOLISによる味見検索 118件
– R1=（ＣＯ２＋炭酸ガス＋二酸化炭素）（固定）（植物＋藻）（年度１９９３０１０１：２００８１２３１）

– R2=類似検索特開２０００－２４５２７８

– R3=類似検索（炭酸ガス 固定）

• ２）PATOLISによるFターム検索
– 4G075AA04＝３３１件

• ３）Pat-Listによる整理（自分の自分の観点観点分類で整理分類で整理）
– PatListで合体化した358件を12個の分類（備考）でグラフ化

• ４）χLUSｰGreenによるニッチ特許の把握
– BooleanBoolean検索の死角を補う検索の死角を補う

• ５）χLUSｰWhiteによる構造化＆絞込構造化＆絞込

• ６）研究者＆研究企画者向けの全体俯瞰全体俯瞰



特許ﾏｯﾌﾟPatListによるグラフ作成358件
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推移年 切口種別



分類毎のχLUSｰGreenのレーダー図



χLUSｰWhiteによる類似検索

• 左図（海中固定､ﾊｲﾄﾞﾚｰﾄ､地下貯留）、右図（藻類･クロレラ､酸化還元･電気反応､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ）
– 左図（海中固定は黄色、ハイドレートはピンク色、地下貯留は青緑色）

• Whiteでは区別が見難しく、Greenの方が見易い。

• Whiteでは次スライドの様にクラスタリングと絞込みを活用



χLUSｰWhiteによるクラスタリング＆絞込み

領域指摘で絞込み領域指摘で絞込み

除外は 番号::-呼吸



概要；既に把握している特定技術において、研究テーマのグ

ルーピングと新たな研究テーマのヒントを掴むための一つの手法の提
案。

• 手順の流れ；書誌検索ツールの書誌検索によって、免震技術のグループを作成する。

• １）パトリスの書誌検索を利用し、免震技術の文献リストを取得する。書誌検
索では、Fタームとフリーキーワードを使用（実際には適時適切な方式を採用
するものとする）

• ２）XLUS－ｗｈｉｔｅに文献の母集合を作成し、クラスタ解析を行う。

• ３）グルーピングのために、クラスタ数を設定し、さらに少数化したクラスタ解
析を実施する。クラスタの再解析により、テキストベースで分析した研究テー
マのグルーピングが可能となる。グルーピングの規模（研究テーマの範囲）
は、クラスタ数を調整することである程度可能。

• ４）レーダーチャートを表示し、研究テーマのグルーピング表示を容易にする。
XLUS-whiteでは、現在レーダーチャート上にクラスタ表示をしていないので、
別途ツールで表示。

• ５）レーダーチャートの中心より離れている部分は、クラスタ解析で分布が少
ないところとなるので、集中的に分析することにより、新たな研究テーマのヒ
ントに繋がる確立が高くなる。

２－４） 免震技術



母集団 PATOLIS検索５５７件

• 検索式：（２Ｄ０４６ＤＡ１２＋２Ｅ１１０ＡＡ２４＋２Ｅ２２０ＡＡ２１）＊免震

　　２Ｄ０４６ 基礎
　　　　ＤＡ００ 特別の目的のための基礎
　　　　　　ＤＡ１１ ・地震に対する基礎
　　　　　　　　ＤＡ１２ ・・免震装置を使用するもの
　　２Ｅ１１０ 壁の仕上げ
　　　　ＡＡ００ 目的、効果又は機能
　　　　　　ＡＡ２３ ・地震に関するもの
　　　　　　　　ＡＡ２４ ･･免震又は耐震（地震以外も含む）
　　２Ｅ２２０ 床の仕上げ
　　　　ＡＡ００ 目的、効果又は機能
　　　　　　ＡＡ２１ ・耐震、免震

Ｆターム 内　　　容



2002-130370

2001-98790

2001-355350

2006-112164

一戸建住宅の免震構造

東洋ゴム工業株式会社

大成建設株式会社

H09-3920

既に多くの研究が実施されている技術

木造建物用免震アンカーボルト

積層ゴム型免震装置付き構造物

免震装置

免震装置

1999-148249

ボール支承型免震装置





1995-71109

免震床の三次元免震装置

1999-310928

既存構造物の免震

2000-64304

免震杭

２ ４

１

Ｃｌ５５７←→Ｃｌ２３６←→Ｃｌ３５←→Ｃｌ１２



χLUSｰWhite→Pat-Listによる分析
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まとめ（１）
•• PATOLISPATOLIS--χLUSχLUSｰーPatListPatListの連携の連携により技術内容のググ
ルーピングとポジショニング概要ルーピングとポジショニング概要が把握できる。

• ４事例テーマの研究には進捗状況の差があるが、三
者連携による研究効率アップ研究効率アップToolToolとしての可能性は
明白である。

• Boolean検索以外の方法として、（A)概念（類似）検索、
（B)引用被引用分析、（C)テキストマイニング・クラス
ター分析などの他にも、手法がある他にも、手法があることが解った。

•• BooleanBoolean検索の死角を代替する補完検索の死角を代替する補完ToolToolとしてとして注目し
たい。→χLUSレーダ図の図解的索引図解的索引としてポテンシャ
ルを把握することができた。

• 結果を共有化できるFreeViewerFreeViewer方式方式は今後発展する
方式と判断する。



まとめ（２）
• ４つの事例研究で解ったこと。

– 時代は絶えず変化進化中進化中。変化対応能力が必須。変化ス
ピードが益々アップ。検索と解析の型の存在型の存在。ノウハウは
FrameworkFrameworkに沿ってに沿ってするもの。

• 三者のシステム連携活用で解ったこと。

– 各システムの長所の使い分け長所の使い分け

– システムに使われるな、使う側に立て使う側に立て。

• 書誌ﾌﾞｰﾘｱﾝ系に期待すること。；分類記号の暗号化防止分類記号の暗号化防止、ハ
イライト機能、履歴保存、

• マップ系に期待すること。；デジタルハンドリング容易性、連携性連携性、

• 全体俯瞰可視化系に期待すること。：ｸﾗｽﾀｰ抽出と分析とｸﾗｽﾀｰ抽出と分析と
出力と利用性出力と利用性



PATOLIS-χLUSｰPatList連携
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ΧLUS 活用のデータ流れ（本発表） 
    今までのデータ流れ 
 
 
 

Boolean 検索 
＋(概念検索) テキストマイニング 

多次元解析＋レーダー可視化 

IP-Information 

特許マップ ASP 検索 

専門家判断 

Map-明細書連携表示 
判断容易性 

OpenPatentService 

要約・請求範囲・代表図 
IPC-FI-Fterm 

改良マイニング 

Speedy 的確判断支援 

正三角形正六面体発想フレームワーク 

番号入力相互変換 

連携活用の秘訣 



まとめ（３）；俯瞰可視化系中心に
研究者＆研究企画者向けの全体俯瞰

• 膨大な件数の特許情報を全体俯瞰する。
– 絵を用いたLogical Thinking & Framework実践

•• 高度な高度なBooleanBoolean検索式を迂回する方法。検索式を迂回する方法。
– Boolean検索の死角を補う一つのToolとして。

•• 知財部よりも研究部門へのヒント情報の示唆知財部よりも研究部門へのヒント情報の示唆
– 少数の案件の厳密な権利解釈には不向き （知財部の業務
にはHuman Brainが適当）

• χLUSのポテンシャルは今後の改善RoadMapに期待。
– 例えば、全文と希望箇所との対象切替え選択など

• マクロ＆ミクロの融合図Tool（図解的索引化Tool）
– 明細書へのアクセス時間ゼロ＋仮説検証時間短縮＋自問自
答（ブレイン整理化）
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